
お客様各位 

 

冷暖四季パッドを快適にご使用頂くために 

 

１. ご使用前の注意点 

(1)  冷却効果を高めるために 
 

特に熱帯夜（25℃以上）・超熱帯夜（30℃以上）が続く夏場に於いて、

設定温度を 20℃以下で設定する場合、ご使用になる１時間ほど前か

ら本体の電源を入れ、次のような準備をして頂くと快適にご使用頂け

ます。 

① 事前にお部屋の温度をエアコンなどで、一旦温度を下げたり、

除湿するなどの準備をして頂くと快適にご使用頂けます。 

（場合によっては、お休みになる前にエアコンはお切り下さい。） 

② 夏掛けのお布団などをご使用の場合は、事前にパッドの上に広

げておいて下さい。 

尚、冷暖四季パッドはご使用になられるお部屋の温度の影響を受けま

すので、お部屋の状況によっては冷房・換気が必要な場合が有ります。 
 

(2)  暖め効果を高めるために 

ご使用になる１時間ほど前から本体の電源を入れ、次のような準備を

して頂くと快適にご使用頂けます。 

① お布団を事前にパッドの上に掛けておいて下さい。 
 

(3)  パッドの表裏、上下の使い方 

パッドは、表裏・上下を変えてもご使用頂ける仕様になっております。 

表面（３D メッシュ側）に比べ、裏面は、詰め物が少ない仕様となっ

ております。より冷たい（暖かい）雰囲気で使用したい場合は、裏面

でのご使用も可能ですのでお試しください。 

また、水の入口となる方がより冷たい水（暖かい水）がながれますの

で、水の入口を頭側にすると、冷え感（暖め感）が変わります。 



 

２. ご使用上の注意点 

(1)  温度表示につきまして （※１） 

設定温度とは： コントロールユニットで設定する、水を冷やす温度。 

表示温度とは：コントロールユニットで冷やされた水が、パッドを

介して戻ってきた水の温度。（下図①の温度） 

コントロールパネルの温度表示は、温度設定時に確定ボタンから手

を離すと、すぐに下図①の温度（タンクの水の温度）を表示します。 
 

冷暖四季パッドの水の循環と温度の関係 

以下を繰り返すことで、常に冷却された水がパッドに供給されるメカ

ニズムとなっております。（下図の番号と合わせてお読みください） 

 

 

 

 

 

 

その為、表示される温度はパッド部で、周囲のご使用環境や人の体温

の影響を受けるため、設定温度より高めの温度となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：暖めてご使用になる場合は、上記の「冷やす」「冷却」と記載の言葉を、「暖める」

「加温」と読み替えて下さい。 

 ① タンクの水
↓ 
② 冷却機構により水が冷やされる 
↓ 
③ チューブを通って冷却水がパッドに送られる 
↓ 
④ パッドが寝床内を冷却する 
↓ 
⑤ パッドの水がチューブを通じタンクに戻る 

水の入口側

② ③

⑤
④①



  

(2)  結露につきまして （※２） 

冷暖四季パッドは、最低温度１５℃の設定が可能となっておりますが、

ご使用の環境によっては結露が発生することがありますので、下記の

点に注意してご使用頂けますようお願い申し上げます。 

① 夏場の熱帯夜の環境で、冷却する場合 

例えば、ご使用の環境が、温度 ３０℃ 湿度７５ ％ で、設

定温度を１８℃とした場合、結露が発生することが考えられま

すので、温度設定を２０℃程度に設定してご使用下さい。 

尚、結露が発生する場合は除湿をしたり、設定温度を少し上げ

たりして、結露が発生しない事を確認してご使用下さい。 

② 結露の発生する可能性のある部位 

温度設定によっては、下図の部分に結露が発生する可能性がご

ざいます。 

③ 結露が発生した場合の対応方法 

結露が発生した場合は、干して乾燥をさせて下さい。 

また、万一マットレスも濡れた場合は、風通しの良いところで

陰干しをお願い致します。 
 

（濡れた状態で使い続けると、カビの発生原因となる場合が有ります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２：この項目のご注意事項は、夏場に冷やしてご使用になる場合のご注意事項です。 

 



 

３. ご使用後の注意点 

(1)  電源プラグを抜くことをお薦めします。 

ご使用の後は、電源プラグを抜くことをお薦めします。 
 

待機状態の場合は、動作が停止している場合でも、わずかな電力を消

費しています。 

 

(2)  乾燥させて収納して下さい。 

季節の変わり目で、長期間ご使用にならない場合は、コントローラー

ユニットやパッド内の水を抜いた後、洗濯を行い、よく乾燥させた後、

収納して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


